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張大千「秋爲人清」紙本 97.6×45 ㎝ 扁額 

款識：蜀人 張爰 

張大千「鋭齊健圓」 

玉川堂の筆について、筆の四徳（名筆の四つの性質）に

ついて書いたもの。これは山馬筆で揮毫したようだ。 

「先が鋭い、そろっている、弾力がある、よく回転する」 

款識：玉川堂名筆、蜀人張大千題贈。 

お世辞に過ぎないだろう。筆屋の宣伝である。粉飾。 

張大千「行書七言対聯」1947年 

紙本 161.5×30 ㎝×2 

 

「常記高人右丞句」「爲憶名言玉局翁」 

款識：集進道青玉案、晦庵鷓鴣天句、

書於大風堂下。立己仁兄法家正之、丁

亥十月大千張爰。 
ピカソと 

張
大
千

ち
ょ
う
だ
い
せ
ん

（
１
８
９
９
～
１
９
８
３
） 

四
川
省
内
江
の
出
身
。
書
画
家
、
篆
刻
家
、
詩
人
。 

 
 

名
は
正
権
、
後
に
爰
、
字
は
季
爰
、
号
は
大
千
居
士
な
ど
。 

 
 

「
中
国
伝
統
絵
画
の
大
百
科
全
書
」
と
い
わ
れ
た
。 

中
国
の
伝
統
芸
術
を
現
代
に
甦
ら
せ
た
芸
術
家
。
贋
作
者
と
し
て
も
有
名
。 

古
典
的
な
中
国
画
の
技
法
と
現
代
の
新
し
い
技
法
を
融
合
さ
せ
て
、
西
洋
と
中
国
の
融
合
に
挑
戦
し
た
。 

山
水
画
、
花
卉
画
が
得
意
。
と
く
に
蓮
の
花
の
絵
が
独
特
で
あ
る
。
晩
年
は
水
墨
画
に
専
念
し
、 

溌
墨
と
い
う
技
法
、
破
墨
を
彩
色
に
応
用
し
た
（
溌
墨
溌
彩
）。 

徐
悲
鴻
か
ら
５
０
０
年
に
１
人
の
画
家
と
称
賛
さ
れ
た
、
国
際
的
な
芸
術
家
で
あ
る
。 

 

１
９
１
７
年
（
18
歳
）
京
都
へ
留
学
し
３
年
間
、
染
色
を
学
ん
だ
。 

１
９
４
０
年
（
41
歳
）
か
ら
２
年
７
ヶ
月
間
、
敦
煌
の
莫
高
窟
に
住
み
込
み
、
壁
画
の
模
写
に
専
念
。 

１
９
４
８
年
（
49
歳
）
香
港
に
移
住
。
そ
の
後
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
国
外
に
20
年
以
上
滞
在
し
た
。 

１
９
５
１
年
（
52
歳
）
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
移
住
。 

１
９
５
３
年
（
54
歳
）
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印
象
派
や
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
、 

中
国
画
に
西
洋
の
技
法
を
取
り
入
れ
る
。 

ピ
カ
ソ
に
会
い
に
行
っ
た
り
し
た
。 

１
９
７
８
年
（
79
歳
）
台
湾
に
移
住
。
台
北
に
住
み
、
そ
こ
で
死
ん
だ
。 
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張大千「廬山図巻」1981 年 180×1008 ㎝ 台北故宮博物院張大千紀念館蔵   溌墨溌彩画法による表現 

張大千「溌彩山水」1953 年 144×356 ㎝ 

抽象表現主義の影響をうけている。 

 

張大千「黄山雲海」1981 年 絹本 50×89 ㎝ 
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張大千「春暁読経」1948 年作 
団扇 絹本 直径 24.5 ㎝ 

張大千「紅衣達磨」1944 年作 
紙本 75.5×49 ㎝ 

張大千「蘭草」1948 年作 団扇 直径 26 ㎝  
款識：戊子十月写似 藕姑夫人大家法正 蜀人
張大千爰 鈐印：張爰之印 大千  

張大千「蓮」1979 年作 

張大仙「梅花仕女」軸 98×41㎝ 

張大千「蘭花」1963 年作 
絹本 直径 20 ㎝  
  
款識：癸卯之八月爰翁 

張大千「溌彩荷花」紙本 56×91 ㎝ 

張大仙「溪山遠眺并行書」1948 年作 成扇 
 
款識：（書）虎豹耽之守・・・游仙詩并爲孟
和仁兄法教張爰。 

張大千「水殿暗香」1981 年作 紙本 横幅 75×142 ㎝ 

                            

の 
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溥儒「梅花仕女」1947 年 紙本 52×135 ㎝  溥儒「居之安」行書 紙本 30×66.5 ㎝ 

溥儒「行草書軸」紙本 91.5×45.5 ㎝ 
釈文：上方空翠界苕嵬策〃天風夜寂寥雲
断数峰無處取倚楼惟听海門潮大嶼山詩。 

溥儒「碧溪清涛水閣凉」 

1953 年 紙本 53×26 ㎝ 

溥儒「行書七言対聯」 
紙本 131×31 ㎝×2 
釈文：人品無瑕玉界尺・文章有骨繍屏風 

 

溥儒「楷書十五言対聯」
1936 年 
紙本 132×32 ㎝×2 

                 

愛
新
覚
羅
溥
儒

あ
い
し
ん
か
く
ら
ふ
じ
ゅ

（
１
８
９
６
～
１
９
６
３
）
北
京
出
身 

清
朝
宗
室
の
出
身
。 

溥
儀

ふ

ぎ

の
従
兄
弟
。
名
は
儒
、
字
は
心
畲
、
号
は
西
山
逸
士
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画
家
、
学
者
、
書
と
詩
も
優
れ
詩
書
画
三
絶
と
称
さ
れ
た
。
国
立
北
京
芸
術
専
科
学
校
教
授
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辛
亥
革
命
後
は
、
北
京
の
西
山
台
戒
寺
に
隠
棲
し
、
読
書
と
書
画
の
研
究
を
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
水
は
北
宋
の
大
家
に
学
び
、
山
水
を
得
意
と
し
た
南
方
の
張
大
千
と
「
南
張
北
溥
」
と
併
称
せ
ら
れ
た
。 
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羅振玉  甲骨文 
「三徳碁風七言聯」部分  
130×31 ㎝×2 紙本 

上海博物館蔵 

釈文：三徳六道大学教 
  （五風十雨康年占） 
款識：佐臣仁兄居集殷虚文 
 

羅振玉「甲骨文七言聯」 

紙本 130×20 ㎝×2 

 

釈文：有文有史亦足楽 

   亡車亡魚帰去来 

「
甲
骨
四
堂

こ
う
こ
つ
し
ど
う

」（
ま
た
は
、
甲
骨
学
四
堂
） 

甲
骨

こ
う
こ
つ

文
字

も

じ

が
、
１
８
９
９
年
、
河
南
省
安

か
な
ん
し
ょ
う
あ
ん

陽よ
う

市
小
邨

し
し
ょ
う
そ
ん

村そ
ん

付
近
（
殷
墟

い
ん
き
ょ

）
で
王
懿

お

う

い

栄え
い

や
劉

鶚

り
ゅ
う
が
く

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
以
前
か
ら

農
民
た
ち
に
よ
っ
て
発
見
は
さ
れ
て
い
た
が
、
か
れ
ら
は
、
そ
の
文
字
の
重
大
さ
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
気
づ
い
た
の
は
王
懿
栄

と
劉
鶚
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
懿
栄
は
１
９
０
０
年
、
列
強
の
北
京
侵
攻
の
と
き
、
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
。 

甲
骨
文
字
研
究
の
開
拓
者
で
あ
る
、
羅
振

ら

し

ん

玉
ぎ
ょ
く

（
号
・
雪
堂

せ
つ
ど
う

）・
王
国
維

お
う
こ
く
い

（
号
・
観
堂

か
ん
ど
う

）・
郭か

く

沫ま
つ

若
じ
ゃ
く

（
字
・
鼎
堂

て
い
ど
う

）・
董
作

と
う
さ
く

賓ひ
ん

（
字
・

彦
堂

げ
ん
ど
う

）
の
４
人
を
「
甲
骨
四
堂
」
と
称
す
る 

羅
津

ら

し

ん

玉
ぎ
ょ
く

（
１
８
６
６
～
１
９
４
０
）
浙
江
省

上
じ
ょ
う

虞ぐ

の
出
身 

 

 
 
 

字
は
式
如
、
叔

薀

し
ゅ
く
う
ん

。
号
は
雪
堂

せ
つ
ど
う

、
陸り

く

庵あ
ん

な
ど
。
考
古
学
者
、
教
育
者
。 

 
 

甲
骨
文
字
の
研
究
に
打
ち
込
み
、
甲
骨
文
や
敦
煌
出
土
の
文
物
の
収
集
と
整
理
を
し
た
。 

 
 

紫
禁
城
の
古
文
書
（
明
清
代
の
皇
帝
文
書
）
を
、
私
財
を
投
じ
て
保
存
し
た
。 

 
 

南
宗
画
論
者
で
王
羲
之
の
伝
統
を
尊
ぶ
帖
学
派
。
甲
骨
学
の
基
礎
を
固
め
た
。 

１
８
９
１
年
、
劉

鶚

り
ゅ
う
が
く

と
知
り
合
い
、
劉
鶚
の
あ
と
を
継
い
で
甲
骨
文
の
研
究
を
し
た
。 

１
８
９
６
年
、
上
海
に
東
文
学
社
を
設
立
（
日
本
語
の
翻
訳
者
養
成
学
校
） 

１
９
０
９
年
、
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
と
会
い
、
敦
煌
残
さ
れ
た
文
物
を
北
京
に
運
ば
せ
た
。
敦
煌
学
に
も
貢
献
し
た
。 

１
９
１
０
年
、
甲
骨
の
出
所
を
小
邨
村
（
殷
墟
）
で
あ
る
と
突
き
止
め
た
。 

１
９
１
１
年
、
辛
亥
革
命
後
、
王
国
維
と
と
も
に
京
都
に
亡
命
し
、
７
年
間
滞
在
し
旧
知
の
内
藤

な
い
と
う

湖
南

こ

な

ん

や
狩
野
直
喜

か

の

う

な

お

き

ら
と
交
際
し
た
。 

１
９
１
４
年
、『
殷
墟
書
契
考
釈

い
ん
き
ょ
し
ょ
け
い
こ
う
し
ゃ
く

』『
殷
墟
書
契
菁

い
ん
き
ょ
し
ょ
け
い
せ
い

華か

』『
流
沙
墜
簡

り
ゅ
う
さ
つ
い
か
ん

』
を
出
版
。 

『
流
沙
墜
簡
』
は
敦
煌
文
献
の
研
究
書
で
王
国
維
と
の
共
撰
。 

１
９
３
２
年
、
３
月
満
州
国
成
立
。
満
州
国
の
参
議
や
法
務
大
臣
を
歴
任
、
日
満
文
化
協
会
会
長
、
溥
儀

ふ

ぎ

の
家
庭
教
師
な
ど
に
な
る
。 

１
９
３
８
年
、
辞
任
し
て
、
旅
順
で
学
問
を
し
て
余
生
を
送
っ
た
。 

     

 

              

羅振玉「甲骨文 条幅」 

釈文：旧徳先畴人楽其事  

和風甘雨天降之祥 
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甲骨文（亀の腹甲内面骨） 

Kame  

董作賓「甲骨文軸」紙

本 68×32 ㎝ 

 

釈文：無尽好、載酒対

林泉。燕舞花下魚自楽、

朝游川上暮言旋、人月

喜同圓。 

董作賓「甲骨文七言対聯」 
1957年 紙本 11×89㎝×2 
 
釈文：林泉雨畢魚兒出、 
   苗 🈶風和燕子来。 

甲
骨
文
字
は
殷
代
（
紀
元
前
１
３
０
０
年
～
紀
元
前
１

０
０
０
年
頃
）
に
使
用
さ
れ
て
い
た
文
字
で
あ
る
。
別
名
、

殷
墟
文
字
、
契
文
、
契
刻
文
字
、
卜
辞

ぼ

く

じ

と
も
い
う
。 

 

今
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
甲
骨
は
、
16
万
片
以
上
と
い
わ

れ
る
。
甲
骨
文
字
の
数
は
４
５
０
０
ほ
ど
、
そ
の
う
ち
解

読
さ
れ
て
い
る
の
が
２
０
０
０
字
ほ
ど
ら
し
い
。 

               

王
国
維

お

う

こ

く

い

（
１
８
７
７
～
１
９
２
７
）
浙
江
省
杭
州
府
海
寧
県
の
出
身 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴
史
学
者 

「
甲
骨
四
堂
」
の
一
人
。
著
書
に
『
殷
周
制
度
論
』
な
ど
多
数
あ
る
。 

字
は
静
安
ま
た
伯
隅
、
号
は
観
堂
。
羅
振
玉
の
娘
婿
で
弟
子
。
羅
振
玉
と
と
も
に
甲
骨
学
の
基
礎
を
固
め
た
。 

１
９
０
１
年
、
東
京
理
科
大
学
に
留
学
。
脚
気
の
た
め
翌
年
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、
上
海
の
学
校
で
哲
学
、
心
理
学
を
講
義
し
た
。 

１
９
１
１
年
、
辛
亥
革
命
の
た
め
羅
振
玉
と
と
も
に
日
本
に
亡
命
。 

１
９
２
５
年
、
清
華
大
学
教
授
に
就
任
。 

１
９
２
７
年
６
月
、
北
京
の
頤
和

い

わ

園え
ん

の
昆
明
池
で
入
水
自
殺
。 

          
 
 
 
 
 
 
 

董
作

と
う
さ
く

賓 ひ
ん

（
１
８
９
５
～
１
９
６
３
）
河
南
省
南
陽
の
出
身 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲
骨
学
者 

「
甲
骨
四
堂
」
の
一
人
。
書
、
篆
刻
も
能
く
し
た
。
甲
骨
学
の
大
成
者
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

字
は
彦
堂

げ
ん
ど
う

、
号
は
平
廬

へ

い

ろ

。 

 

１
９
２
８
年
～
３
７
年
ま
で
、
歴
史
語
言
研
究
所
に
よ
る
、
殷
墟
の
発
掘
調
査
を
、
李
済
と
と
も
に
主
宰
し
た
。
発
掘
調
査
は
日
中

戦
争
で
中
断
さ
れ
る
ま
で
十
数
回
行
わ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、『
史
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
伝
説
の
殷
王
朝
が
実
在
し
て
い
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
。
彼
は
、
甲
骨
文
字
を
様
式
に
よ
っ
て
、
武
丁
～
帝
紂
ま
で
を
５
期
に
分
類
し
た
。
ま
た
殷
代
の
暦
を
研
究
し
て
殷

暦
を
復
元
し
『
殷
暦
譜
』
を
著
し
た
（
１
９
４
５
年
）
。
そ
の
他
『
甲
骨
文
断
代
研
究
例
』
（
１
９
３
２
年
）
な
ど
多
く
の
著
作
が
あ

る
。 

１
９
４
８
年
、
台
湾
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
１
９
５
１
年
に
は
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
長
と
な
っ
た
。 
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｢百花
ひゃっか

斉
せい

放
ほう

、推
すい

陳
ちん

出
しゅっ

新
しん

。毛沢東」 

｢推」は押しやること。「陳」は
古いもののこと。「推陳出新」は
古いものを捨てて、新しいもの
を生み出すこと。 

郭沫若 北京「故宮博物院」の看板 

郭沫若「蘇州桃花塢木刻年画」社の看板 

郭沫若「紹興魯迅紀念館」の看板 

郭沫若「魯迅紀念館」の看板 

「生的偉大、死的光榮。毛沢東題」 

生きるのは偉大で、死ぬのは光栄
という意。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

郭 か
く

沫 ま
つ

若
じ
ゃ
く

（
１
８
９
２
～
１
９
７
８
）
四
川
省
楽
山
県
の
出
身 

政
治
家
、
歴
史
家
、
文
学
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

字
は
鼎
堂
、
筆
名
（
号
）
は
沫
若
、
麦  

克こ
く

昂こ
う

な
ど
。
節
操
の
な
い
風
見
鶏
の
よ
う
な
人
物
。 

 
 

発
見
さ
れ
た
甲
骨
全
て
を
分
類
し
た
『
甲
骨
文
合
集
（
第
一
集
）
』
（
１
９
７
９
年
に
出
版
）
の
編
集
を
進
め

る
な
ど
、
甲
骨
研
究
で
は
大
き
な
業
績
が
あ
る
。「
甲
骨
四
堂
」
の
一
人
。 

１
９
１
４
年
日
本
へ
留
学
、
九
州
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
。
帰
国
し
政
治
活
動
に
励
む
。
１
９
２
８
年
、
日
本
に
亡
命
。 

戦
後
、
中
国
科
学
院
院
長
に
就
任
。
１
９
５
８
年
、
共
産
党
に
入
党
。
１
９
６
３
年
、
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
に
選
任
さ
れ
る
な

ど
、
数
々
の
要
職
に
就
い
た
。
中
国
各
地
の
紀
念
館
な
ど
に
、
彼
の
揮
毫
に
な
る
看
板
が
あ
る
。
書
風
は
伝
統
的
俗
書
で
あ
る
。 

               
 
 
 
 
 

舒 じ
ょ

同 ど
う

（
１
９
０
５
～
１
９
９
８
）
江
西
省
東
郷
県
出
身 

名
は
文
藻
、
字
は
宜
禄
。
中
国
共
産
党
員
。
紅
軍
書
法 

 
 
 
 
 
 
 

中
国
共
産
党
山
東
省
委
第
一
書
記
、
中
国
人
民
解
放
軍
軍
事
科
学
院
副
院
長
、
中
国
書
法
家
協
会
第
一
任
主
席
、 

な
ど
な
ど
。
書
は
「
七
分
半
書
」
ま
た
「
舒
体
」、「
舒
同
体
」
と
呼
ぶ
独
自
の
書
法
を
誇
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

七
分
半
書
に
意
味
は
、
楷
行
草
隷
篆
の
各
一
部
、
顔
・
柳
の
各
一
部
、
何
紹
基
半
分
の
合
計
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。 

     

毛
沢
東

も
う
た
く
と
う

（
１
８
９
３
～
１
９
７
６
）
湖
南
省
湘
潭
県
韶
山
冲
の
出
身 

政
治
家
、
思
想
家
、
詩
人
。 

 
 
 
 
 
 
 

筆
名
は
子
任
。
中
国
共
産
党
創
立
党
員
の
一
人
。
中
華
人
民
共
和
国
初
代
国
家
主
席
。 

        

 

 

毛
沢
東
・
舒
同
・
郭
沫
若
の
三
人
を
「
現
代
中
国
の

書
の
三
傑
」
と
呼
ぶ
ら
し
い
。
三
人
と
も
政
治
家
で
あ

り
書
家
で
は
な
い
。
個
性
的
と
は
言
え
な
く
も
な
い
が
、

こ
の
程
度
で
三
傑
な
ら
書
も
終
焉
だ
。 
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何
震
の
印 

雪
中 

白
鶴 

以
理
聴 

言
則 

中
有
主 

燈光凍石 

上
の
二
つ

の
印
は
、
浙

派
の
源
流
と

な
る
印
と
言

わ
れ
る
。 

佛
師 

造
物 

江
風 

山
月 

こ
の
印

は
鄧
派
の

先
駆
と
な

る
も
の
と

言
わ
れ
て

い
る
。 

程
邃
の
印 

間
雲 

野
鶴 

巴
慰
祖 

薫 涫 

朱簡「汪道昆印」 

蘇
宣
の
印 

我
思 

古
人 

実
獲 

我
心 の

印 

胡
唐 

私
印 

何
震
の
印

蘭 雪 堂 

程
邃
の
印 

守
拙 

鐵
鉤
鎖 

一
日 

 

之
跡 

梅
華 

道
場 

近
代
篆
刻 

 

長
ら
く
、
印
は
職
人
に
よ
っ
て
刻
さ
れ
て
き
た
が
、
元
時
代
末
期
、
画
家
の
王お

う 

冕べ
ん

（
１
３
１
０
～
１
３
５
９
）
が
彫
り
や
す
く
、

篆
刻
に
適
し
た
花
乳

か
に
ゅ
う

石せ
き

（
青
田
石
の
一
種
）
を
発
見
し
、
自
ら
刻
し
た
。
そ
れ
以
後
、
文
人
が
自
ら
字
入
れ
し
刻
印
す
る
よ
う
に
な

り
、
篆
刻
が
芸
術
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

明
代
の
文
徴
明
の
長
子
文
彭

ぶ
ん
ぼ
う

が
、
燈
光
凍

と
う
こ
う
と
う

石せ
き

（
青
田
石
の
中
で
最
上
の
石
）
と
い
う
美
し
い
印
材
を
用
い
て
か
ら
、
篆
刻
は
芸
術

と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

  

文
彭
は
近
代
篆
刻
の
祖
と
い
わ
れ
る
。
文
彭
以
後
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
が
出
現
し
た
。 

 

文
彭
の
印
か
ら
、
印
学
の
二
大
流
派
で
あ
る
徽
派

き

は

（
皖
派
・
新
安
印
派
・
黄
山
派
）
と
浙
派

せ

っ

ぱ

（
西
泠
印
派
）
が
誕
生
し
た
。 

 

文
彭

ぶ
ん
ぽ
う

（
１
４
９
８
～
１
５
７
３
） 

      徽
派

き

は

（
何
震

か

し

ん

・
蘇
宣

そ

せ

ん

・
梁

袠

り
ょ
う
ち
つ

・
朱
簡

し
ゅ
か
ん

・
程
邃

て
い
す
い

・
汪お

う

肇
ち
ょ
う

龍
り
ゅ
う

・
巴
慰

は

い

祖そ

・
胡こ

唐と
う

な
ど
の
優
れ
た
印
人
が
い
る
。） 

 

何
震

か
し
ん

が
皖か

ん

派ぱ

を
ひ
ら
い
た
（
何
震
は
文
彭
の
高
弟
）
皖
派
は
安
徽
省
に
あ
る
皖
山
と
い
う
山
の
名
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。 

     程
邃

て
い
す
い

（
文
彭
と
何
震
と
朱
簡
ら
を
学
ん
だ
）
は

歙
き
ゅ
う

派は

を
ひ
ら
い
た
。
程
邃
は
停
滞
し
て
い
た
徽
派
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。 

    

 

鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
ょ

（
１
７
４
３
～
１
８
０
５
）
は
皖
派
の
梁

袠

り
ょ
う
ち
つ

か
ら
学
び
鄧
派

と
う
は

を
ひ
ら
い
た
。 

鄧
派
に
は
包ほ

う

世せ
い

臣し
ん

・
呉
熙
載

ご

き

さ

い

・
趙
之

ち
ょ
う
し

謙け
ん

・
呉
咨

ご

し

・
胡
澍

こ

じ

ゅ

・

周
し
ゅ
う

啓け
い

泰た
い

・
徐じ

ょ

三さ
ん

庚こ
う

ら
が
い
る
。 
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令
憲 

稽
首 

悲 庵 

癸 丑 

黄錫禧印 

趙之謙印 

趙
之

ち
ょ
う
し

謙け
ん

（
１
８
２
９
～
１
８
８
４
） 

呉
咨

ご

し

（
１
８
１
３
～
１
８
５
８
） 

平 陽 

延
年 

館
藏 

彦
武 

曾
観 

白
雲
深 

處
是 

吾
廬 

上
于 

父 
久 庵 

黄山壽印 

 

十
六 

金
符
斎 

冬
心 

先
生 

上
下
釣 

魚
山
人 

問
梅 

消
息 

一
字
値 

百 

金 

銭
唐 

黄
易 

珍
藏 

奚 

金
農 

之
印 

銭
唐
孫 

均
古
雲 

之
印
信 

穆ぼ
く 生 

呉
熙
載

ご

き

さ

い

（
１
７
９
９
～
１
８
７
０
） 

     

徐
三

じ
ょ
さ
ん

庚こ
う

（
１
８
２
６
～
１
８
９
０
） 

    

黄
士

こ

う

し

陵
り
ょ
う

（
牧ぼ

く

甫ほ

）（
１
８
４
９
～
１
９
０
８
）
鄧
派
の
呉
熙
載
・
趙
之
謙
か
ら
学
び
、
黟い

山ざ
ん

派は

を
ひ
ら
い
た
。 

    

浙
せ

つ

派 は

（
西
泠
印

せ

い

れ

い

い

ん

派 は

） 

清
代
前
期
に
、
何
震
と
程
邃
か
ら
学
ん
だ
丁て

い

敬け
い

は
浙せ

っ

派ぱ

（
西
泠
印

せ
い
れ
い
い
ん

派は

）
を
ひ
ら
い
た
。
浙
派
に
は
金
農

き
ん
の
う

、
鄭

燮

て
い
し
ょ
う

、
黄
易

こ
う
え
き

、
奚け

い

岡こ
う

、

蔣
し
ょ
う

仁じ
ん

、
銭せ

ん

松
し
ょ
う

、
陳ち

ん

豫よ

鍾
し
ょ
う

、
趙
之
琛

ち
ょ
う
し
ち
ん

、
陳ち

ん

鴻こ
う

寿じ
ゅ

、
胡
震

こ
し
ん

ら
が
い
る
。 

丁て
い

敬け
い

（
１
６
５
９
～
１
７
６
５
）
丁
敬
は
金
農
と
親
し
く
交
際
し
た
。
西
泠

せ
い
れ
い

八
家

は

ち

か

の
ひ
と
り
。 

     

黄
易

こ
う
え
き

（
１
７
４
４
～
１
８
０
１
）
丁
敬
の
弟
子
。
西
泠

せ
い
れ
い

八
家

は

ち

か

の
ひ
と
り
。 

     

陳ち
ん

鴻こ
う

寿じ
ゅ

（
１
７
６
７
～
１
８
２
２
）
号
は
曼
生

ま
ん
せ
い

。
「
曼
生
壺
」
を
創
始
し
た
。
西
泠

せ
い
れ
い

八
家

は

ち

か

の
ひ
と
り
。 

     

丁
敬 

身
印 
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長
作
田 

間
識 

字
民 

胡 鼻
山 

倉 碩 
缶
記 

倉
碩
道 

人
珍
祕 

陳
印 

鴻
壽 

蘭
為 

同
心 

長
宜
子
孫 

魚 雁 

蒋
山 

堂
印 

無
地 

不
樂 

龍
尾 

山
房 

託
興 

毫
素 

仲
水 

過
眼 

銭せ
ん

松
し
ょ
う

（
１
８
０
７
～
１
８
６
０
）
西

泠

せ
い
れ
い

八
家

は
ち
か

の
ひ
と
り
。 

我
得 

無 諍
三
昧 

金
石 

癖 

陳ち
ん

豫よ

鍾
し
ょ
う

（
１
７
６
２
～
１
８
０
６
）
西

泠

せ
い
れ
い

八
家

は
ち
か

の
ひ
と
り
。 

我
書 

意
造 

本
無
法 

虞
山
沈
氏
師 

米
齋
審
定
金 

石
文
字
之
印 

人
長 

壽 

跋
扈 

將
軍 

我
負 

人
々
當 

負
我 

意
苦 

若
死 

 

鄧
散

と
う
さ
ん

木ぼ
く

（
１
８
９
８
～
１
９
６
３
）
上
海
出
身 

 

名
は
鉄
、
字
は
純
鉄
、
号
は
散
木
、
糞
翁
な
ど
。 

人
に
左
右
さ
れ
な
い
独
自
の
篆
刻
を
誇
っ
た
が
、

誇
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
独
善
的
。 

趙
之
琛

ち
ょ
う
し
ち
ん

（
次じ

閑か
ん

）（
１
７
８
０
～
１
８
５
２
）
西

泠

せ
い
れ
い

八
家

は
ち
か

の
ひ
と
り
。 

     

奚け
い

岡こ
う

（
１
７
４
６
～
１
８
０
３
） 

西

泠

せ
い
れ
い

八
家

は
ち
か

の
ひ
と
り
。 

    

蔣
し
ょ
う

仁じ
ん

（
１
７
４
１
～
１
７
９
５
）
西

泠

せ
い
れ
い

八
家

は
ち
か

の
ひ
と
り
。 

     

西
泠

せ
い
れ
い

八
家

は

ち

か

と
は
、
丁
敬
・
蒋
仁
・
黄
易 

・
奚
岡
・
陳
豫
鍾
・
陳
鴻
壽
・
趙
之
琛
・
銭
松
の
八
人
の
こ
と
。 

清
代
末
か
ら
民
国
に
、
す
べ
て
の
流
派
が
衰
え
、
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
き
た
こ
ろ
、
丁
敬
、
鄧
石
如
、
呉
熙
載
、
趙
之
謙
ら
の

篆
法
を
学
び
、
そ
れ
ら
を
継
承
し
、
篆
刻
芸
術
に
貢
献
し
た
呉
昌
碩

ご
し
ょ
う
せ
き

が
呉
派

ご

は

を
ひ
ら
い
た
。 

 

呉
昌
碩

ご
し
ょ
う
せ
き

（
１
８
４
４
～
１
９
２
７
）
呉
派

ご

は 

号
は
缶
廬
な
ど
。 

     

趙
ち
ょ
う

石せ
き

（
１
８
７
４
～
１
９
３
３
）
呉
昌
碩
か
ら
学
ん
だ
趙
石
は
趙
派

ち
ょ
う
は

を
ひ
ら
い
た
。 

     

斉せ
い

白
石

は
く
せ
き

（
１
８
６
３
～
１
９
５
７
） 

民
国
か
ら
現
代
に
か
け
趙
之
謙
ら
を
学
ん
だ
斉
白
石
は
、 

流
派
を
ひ
ら
く
人
と
い
う
よ
り
、
独
立
独
歩
の
芸
術
家
で
あ
っ
た
。 

     

胡
震

こ
し
ん

（
１
８
１
７
～
１
８
６
０
）
号
は
胡
鼻
山
人 


